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第1章 概要 

第1節 神栖市における環境保全・廃棄物関係の組織 

 
 

図 1-1 神栖市における環境保全・廃棄物関係の組織と主な業務 

 
（令和 7 年 3 月時点） 

  

生活環境部 

環境課 

公害の予防・調査・苦情処理 

公害防止協定、緑化推進 

犬の適正飼養指導、野生鳥獣の保護 

有害鳥獣の捕獲、地下水汚染対策 

環境保全、地球温暖化対策 

太陽光発電施設の適正な配置・管理等の指導 

等 

廃棄物対策課 

ごみの収集・運搬・処分・減量化 

一般廃棄物の不法投棄防止対策 

一般廃棄物処理業・浄化槽処理業の指導 

等 

防災安全課 

市民課 

消防・水防、災害対策 

等 



 

2 
 

第2節 神栖市環境基本条例 

神栖市環境基本条例は、平成 17 年に制定され、市の環境を保全し創造していくための基本理念を定

めるとともに、市、事業者及び市民の責務を明らかにし、併せて環境の保全及び創造に関する施策の基

本となる事項を定めることによって、環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、

もって現在及び将来の市民の健康で安全かつ文化的な生活の確保に寄与することを目的としています。 
 

神栖市環境基本条例（平成 17 年 3 月 25 日 条例第 3 号） 
 
（目的） 
第 1 条 この条例は、市の環境を保全し創造していくための基本理念を定めるとともに、市、事業者

及び市民の責務を明らかにし、併せて環境の保全及び創造に関する施策の基本となる事項を定める

ことによって、環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将

来の市民の健康で安全かつ文化的な生活の確保に寄与することを目的とする。 
 
（基本理念） 
第 3 条 環境の保全及び創造は、すべての市民が健康で安全かつ文化的な生活を営むために必要と

される良好な環境を確保し、及び人と自然との共生を図るとともに、これを将来の世代へ継承して

いくことを目的として行われなければならない。 
2 環境の保全及び創造は、健全で恵み豊かな環境を維持しながら、環境への負荷が少ない、持続的

発展が可能な循環型社会の構築を目的として行われなければならない。 
3 環境の保全及び創造は、市、事業者及び市民がそれぞれの責務に応じた公平な役割分担と連携の

もとに積極的に取り組むことにより行われなければならない。 
4 地球環境保全は、人類共通の課題であるとともに、市民の健康で安全かつ文化的な生活を将来に

わたって確保するうえでの課題であることを認識し、すべての者がこれを自らの課題であるととら

え、それぞれの事業活動及び日常生活において積極的に推進しなければならない。 
 
（環境基本計画） 
第 7 条 市長は、環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための基本とな

る計画(以下「環境基本計画」という。)を定めなければならない。 
2 環境基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 
(1) 環境の保全及び創造に関する総合的かつ長期的な目標及び施策の方向 
(2) 環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 
 
（年次報告） 
第 8 条 市長は、環境の現況、環境の保全及び創造に関する施策の実施状況に関する報告を毎年作成

し、これを公表しなければならない。 
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第3節 神栖市環境基本計画 

1． 神栖市環境基本計画の位置づけ 

神栖市環境基本計画は、「神栖市環境基本条例」に定めた環境の保全及び創造に関する基本理念の

実現を目的として、「神栖市環境基本条例」の第 7 条に基づき平成 31 年 3 月に策定しました。 
本市の最上位計画である「第 3 次神栖市総合計画」を環境面で支えるものと位置づけ、両計画は相

補的な関係をとることとなっています。 
さらに、環境に関する目標や方向において、環境基本計画の関連計画に当たる「神栖市都市計画マ

スタープラン」や「神栖市一般廃棄物処理基本計画」などの計画と、本計画との整合を図ります。 
 

図 1-2 神栖市環境基本計画の位置づけと他主要関連計画 

 
 
※本資料は神栖市環境基本計画（平成 31 年 3 月）に基づく内容になっています。 
  

第
３
次
神
栖
市
総
合
計
画 

神栖市環境基本計画 
環境保全率先実行計画 

（地方公共団体実行計画（事務事業編）） 

神栖市環境基本条例 

都市計画マスタープラン 

水道ビジョン 

一般廃棄物処理基本計画 

水素エネルギー利活用戦略 



 

4 
 

2． 神栖市の目指す環境 

今ある環境課題を解決し、「人」及び「人の活動（産業活動）」と環境との調和と共生の実現を目指

さなくてはなりません。その上で、人間の活動によって生み出される「物」の循環だけでなく、自然に

ついても循環を基調とした持続可能な社会の構築を図っていくことを目指し、環境基本計画では望ま

しい環境像を次のとおり設定しています。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

また環境基本計画では望ましい環境像を実現するための目標として、環境面から望まれる 5 つの基

本目標を設定しています。 
 

図 1-4 神栖市環境基本計画における基本目標 

 
  

自然といきものをまもり、共生するまち 基本目標 3 

資源を有効利用し、環境への負荷が少ないまち 基本目標 2 

気候変動防止に貢献し、備えるまち 基本目標 1 

健全な生活環境をまもり、安心して暮らせるまち 基本目標 4 

みんなが環境をまもり、創造するまち 基本目標 5 

 
 

人と自然が調和・共生する 
循環型社会のまち・かみす 

図 1-3 神栖市環境基本計画における望ましい環境像 
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3． 施策の展開 

環境基本計画では、望ましい環境像を実現するため基本目標ごとに施策の展開を図ることとしています。 

図 1-5 施策の体系（神栖市環境基本計画（平成 31 年 3 月）） 

 

 
★印：新規施策 
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★印：新規施策 


